
・水が山の上から沢伝いで流れた

・道路が南側に傾斜しているため
南側の住居に水が流れ込んだ

・道路が川のようになった

・国道の用水が溢れ、流れ込んだ

・岸が洗堀された
（護岸工事済）

・護岸が低いため、大雨時に
避難指示を呼びかける

・玄関に水が流れ込んだ

・10mm、20mmの
雨でも溢れる

JA

内山郵便局

・台風19号当時、道路が田より
高いため、通行可能だった

・台風19号後南側のみ改修済み
・北側は要望提出

・小さいU字溝のため、
大雨時には道路に水が走る

・歩道下に暗渠

・洪水・土砂災害時の避難場所
には指定されていない

・群馬方向のみ通行止め

・大雨のたびに道路上を水が走る

・田んぼが浸水

優良老人ホームコスモス

消防団第12分団
内山詰所

地区①

・神社裏の岩が崩落（令和３年度）

・沢から土砂水が流れ、国道手前の水路
に土砂が溜まり、氾濫した

Ｎ

・沢から土砂水

・山から水が流れ込み、
道が川のようになった

内山集会場
（町上）

・山から水が流れ込み、道が川のようになった

・土砂、砂利も流れ込んで
用水が埋まってしまった

・用水の縁が石積みなので
泥が貯まりやすい

・山からの水が溜まる
・低くなっている箇所に水がたまる

・橋は一度流されている
今はコンクリートなので大丈夫

・用水などから溢れる

・グラウンドに山から
の水が流れ込む

・バイパスは台風19号の時も通れた

・内山地区社会体育館は内山集会場
よりも高い

中山技研
・基礎はしっかりしており、数名で
あれば駆け込める

・取水口

・水門

・沢から水が出る

・消防庫

・普段水が出ていない沢が大雨時危険
・沢水がどす黒い水ならば危険

・道より低い住家に水が
入らないよう土のうを積んだ

・佐久総合運動公園、
城山小学校へ

・用水が溢れると道路が浸水していく

・山水が集まってくる（寺沢）

・内山集会所は長く
はとどまれない

・一時的な避難

・崩れると道路がふさがる

・水が流れてくると土砂崩れが心配

内山地区地域防災マップ（町上区、肬水区）
制作年月：令和６年２月 長野県地域長野県地域発元気づくり支援金活用事業
作成：内山地区、佐久市、佐久市消防団、株式会社千代田コンサルタント
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防災マップ記号凡例

令和元年台風19号及び
過去に起きた災害情報

災害発生の可能性がある場所

避難場所等情報

流水経路

WH=○○m

氾濫浸水範囲

浸水深さ

床上浸水

床下浸水

建物全壊

建物半壊

破堤・洗堀箇所

越水箇所

がけ崩れ

地すべり

土砂崩れ

土砂流出

土石流

通行止め

土のう積み

避難経路

指定避難所
指定緊急避難場所

その他施設

その他情報 1:2500（A0）


